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護賓義母 J平
肱川は太古から私たちに限りない恵みを与えてくれています。それは、

自然環境に、産業に、私たちの生活にとあらゆる方面に現われています。

広報おおずでは、来月から 『肱)11の恵み』と題してそのいくつかを紹介し

ます。

今月号のみどころ
今月の納税は 市民のうごき

0新春のごあいさつ・一-… 一 "P.2 ~ 3
平成8年11月29日現在

01996年を振り返って .... ..P . 4 ~ 5 
市県民税4期 人口 39，296人 (+27) 

0喜多小学校校舎が新築落成 P.6 ~ 7 国民健康保険税 男 18，744人 (+ 2) 

0財政状況をお知らせします…P.8~ 9 5期 女 20，552人 (+25) 

0おまつり村、おおず浪漫祭が 世平等数 13，913世帯 (+36) 

大盛況.ゲ・・・・・..........・・・・・・・ a・・.....P.lO 納期は 1月31日です 面 積 240.99平方キロメートル
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
中
は
市
政
の
推
進
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も

引
き
続
き
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、

二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い

時
代
の
方
向
性
を
問
う
国
政
選
挙
が

実
施
さ
れ
、
第
二
次
橋
本
内
閣
が
誕

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に

お
き
ま
し
で
も
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
が
二
期
日
の
当
選
を
果
た
す
な
ど
、

国
内
外
と
も
に
、
新
し
い
時
代
に
対

応
す
る
「
新
た
な
シ
ス
テ
ム
L

づ
く
り

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
社
会
現
象
に
目
を
転
じ
て

み
れ
ば
、
病
原
性
大
腸
菌

0
1
5

7
が
圏
内
で
猛
威
を
振
る
う
な
ど
、
近

代
化
社
会
の
盲
点
と
で
も
言
い
ま
し

ょ
う
か
、
新
た
な
課
題
も
発
生
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
ま
た
、
香
港
の
中
国
へ
の

返
還
な
ど
、
国
際
的
に
も
大
き
な
変

革
の
予
想
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
し
、

圏
内
に
お
い
て
も
行
政
改
革
の
問
題

を
始
め
、
今
ま
で
の
枠
組
み
を
見
直

し
つ
つ
国
の
変
革
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
、
困
難
の
予
想
さ

れ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
れ
ら

国
内
外
の
動
き
の
影
響
を
受
け
、
厳

し
い
年
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
昨
年
中
に
は
長
年
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
治
水
問
題
に
つ
い
て
、

国

・
県
の
温
か
い
ご
理
解
で
導
入
さ

ぞ1

れ
た
「
肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊

急
事
業
」
が
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解

を
得
て
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
国
縦
貫
自
動

車
道
に
つ
き
ま
し
て
も
、
伊
予
市
い

大
洲
市
間
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
い

よ
い
よ
そ
の
開
通
も
数
年
先
に
迫
る

な
ど
、
明
る
い
要
素
も
数
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
い

か

に
こ
れ
ら
の
要
素
を
有
効
に
生
か
し
、

マ
イ
ナ
ス
面
を
補
い
な
が
ら
、
全
体

を
プ
ラ
ス
に
転
嫁
し
て
い
く
の
か
を

よ
く
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

幸
い
、
懸
案
で
し
た
東
大
洲
地
区

の
用
途
地
域
の
問
題
に
つ
き
ま
し
で

も
、
新
年
早
々
に
も
、
そ
の
拡
大
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
し
尿
処

理
施
設
の
改
築
な
ど
、
急
ぐ
案
件
に

つ
い
て
は
、
そ
の
準
備
が
整
い
次
第

順
次
着
工
に
持
ち
込
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
長
期
的
に
は
、
天
守
閣
の
復

元
や
各
種
文
化
教
育
施
設
の
再
整
備

の
問
題
な
ど
、
計
画
を
立
て
て
対
処

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
大
の
問
題
で
あ
り
ま
す
分

水
問
題
に
関
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て

ま
た
、
大
洲
市
に
と
っ
て
発
展
飛
躍

の
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃

い
で
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
、
市
政
の
円
滑
な
推
進

の
た
め
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
二
十

一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、

国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
な
ど
、

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
今
日
、

こ
れ
ら
時
代
変
化
に
適
合
す
る
仕
組

み
の
再
構
築
と
、
そ
の
適
格
な
対
応

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
で
は
市
民

福
祉
の
一
層
の
向
上
を
念
頭
に
、
時

代
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
都
市
基

盤
の
整
備
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
e

つ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
野
村

・
鹿
野
川
両
ダ
ム

の
操
作
見
直
し
、
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
の
起
工
な
ど
、
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
し
た
肱
川
の
治
水
対
策

が
大
き
く
進
展
し
ま
す
と
と
も
に
、

四
国
縦
貫
自
動
車
道
伊
予
市

|
大
洲

市
聞
の
本
格
着
工
や
、
横
断
自
動
車

道
宇
和
町
!
大
洲
市
間
の
調
査
測
量

開
始
な
ど
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
に

向
け
て
の
槌
音
が
、
一
段
と
高
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
年
は
、
総
合
福
祉
セ

ン

タ
ー
建
設
を
は
じ
め
、
公
共
下
水
道

雨
水
ポ
ン
プ
場
建
設
、
国
民
宿
舎
臥

龍
苑
の
民
間
に
よ
る
ホ
テ
ル
建
設
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
事
業
化
と
な

る
ほ
か
、
五
年
目
を
迎
え
る
地
方
拠

点
都
市
づ
く
り
も
、
本
格
的
な
整
備

段
階
に
入
る
な
ど
、
新
し
い
事
業
の

着
実
な
進
展
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
若
者
の
定

住
・
就
労
対
策
、
教
育
文
化
の
振
興
、

高
齢
化

・
少
子
化
対
策
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
、
適
格
か
っ
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
肱
川
流
域
に
と

っ
て
最
大
の
課
題
で
あ
る
、
山
鳥
挺

ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
問
題
に
つ
え

ま
し
て
は
、
本
市
に
と
っ
て
極
め
て
叫

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
市
議
会
と
し

て
も
後
顧
に
憂
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
、

慎
重
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

我
々
市
議
会
で
は
、
議
会
活
動
が

常
に
市
民
の
皆
様
と
密
接
し
た
「
開

か
れ
た
議
会
」
と
し
て
、
要
望
に
お

応
え
で
き
ま
す
よ
う
、
最
善
の
努
力

を
払
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
、
遁
進

す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
限
り
な
い
ご
支
援
と
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
日

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
八
年
は
新
た
な
る
始
動
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
八
島
環
さ
ん
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
で

走
り
、
森
岡
茂
選
手
が
出
場
し
た
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
次
は
い
よ
い

よ
長
野
で
の
冬
期
大
会
の
順
番
と
な
り
ま
し

た
。
国
内
で
は
病
原
性
大
腸
菌

0
1
5
7

が
猛
威
を
振
る
い
、
新
た
な
抜
本
的
対
策
が

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
十
月
二
十
日
に
は
、
新
し
い
選
挙

制
度
に
よ
る
衆
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
政

界
再
編
成
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
当
市
で
は
『
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
』
の
着
工
式
が
行
わ
れ
、

一
日
も
早

い
完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
村

・
鹿
野
川
両
ダ
ム
の
操
作
規
則
の
見
直
し
が

実
施
さ
れ
、
中
小
洪
水
に
対
し
て
効
果
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
都
市
計
画

に
伴
う
新
し
い
用
途
地
域
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
て
、
地
方
拠
点
都
市
の
事
業
化
も
含

め
て
大
洲
の
土
地
利
用
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
木
造
に
よ
る
大
洲
城
天
守
閣

復
元
ヘ
む
け
て
の
動
き
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

肱
南
地
区
に
は
観
光
人
力
車
が
お
目
見
え
し

ま
し
た
。
着
工
以
来
二
十
五
年
の
歳
月
を
か

け
て
広
域
農
道
が
完
成
し
、
そ
の
沿
線
の
西

大
洲
に
フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク
が
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た

一
九
九
六
年

を
広
報
に
掲
載
し
た
写
真
で
振
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。

4 

v観光人力車の運行が始まる (5月25日)

うかい県タト訪問宣伝隊出発

式

こどもシンポジウム開催

市民健康マラソン大会

臨時市議会

祇園まつり開幕 ( ~22日 )

市コミュニティ推進大会

大効111児童合唱団音楽発表会

ボランティア体験活動 (南

久米小学校)

市同和教育研究大会

大別11ふじかげコ ラス春の

コンサート

消防出初め式

「国際ソロプチミス 卜大汐IIIJ

認証式

市連合婦人大会

3 月定例市議会 (~ 1 9 日 )

観光さくらまつリ開幕式

( ~4 月 25 日 )

市民大学(中村メイコさん)

ホームへjレパ一派遣世帯花

見のつどい

さくらまつり剣道大会

力ラオケのど自慢大会

愛媛県吟詠詩舞大会

突通安全教室空からの訪問

在宅介護支援センター南予

ブロック総会

稚アユ放流

観桜会

中村紘子ピアノリサイタjレ

森山キャンプ村・力ヌ一基

地オープンイベン 卜

新就職者激励大会

市教育研究所総会

富士山つつじまつり開催

( ~ 5月15日)

シーボル ト生誕200年を記念
してビュルツブjレグ市より

訪問団来日

市民の森記念植樹

七草がゆ歩こう会

十日えびすまつり

成人式

寒中水泳大会

直轄河川激甚災害対策特別

緊急事業起工式

3日

3日

1月

7日

10日
15日

15日

19日

2月
7日

11日

11日
13日

19日

22日

24日
28日

日
]
回
目
口
u
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日

日
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日
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15日

18日

20日
21日

25日

25日

25日

26日

29日
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大効111喜多地区保健栄養推進

協議会総会

おおず赤煉瓦館喫茶コーナ

ーオープン

つつじまつりモデル撮影会

あいわ福祉作業所創立3周

年記念講演

観光人力車の運行が始まる

クリーン大河1111歴史ウォ、ソチ

ンゲ

5月
1日

2日

4日

8日

25日
26日

うかい聞き (~9月20日)
アユ漁解禁

ほたる・しょうぶまつり

(~ 15 日 )

うかい市民サービスデー

水道週間巡回パトローjレ出

発式

ほたるまつり観賞会

広域農道大沙111南部・大洲南

部E開通式・接工式
6 月定例市議会 (~24日 )

大沙111高校校内力ヌ レース

野村・鹿野川ダム新操作規

則による運用を開始

ふれあい農業実流集会

大5V1111都市計画の新用途地域

決定

県知的障害者愛護協会フッ

トベースボール大会

建設省大洲工事事務所と大

洲市・洪水情報の利用目的

などに関する協定締結

八多浪地区改修事業完成記

念式典

郷土美化運動「市内一斉清

掃」

水天宮花火大会

大洲市初の英語指導助手着任

四国地区勤労青少年ホーム

ジャンポリー大会( ~28 日 )

肱川いかだ流し大会

日独スポーツ少年団支流会

市長表敬訪問

6月

1日

1日

1日

2日

3日

12日

12日

14日

22日

24臼

7月
4日

17日

21日

28日
31日

口

8日

11日

22日
22日

27日

10日

E口
も
ン
ノ

ポ
ン
ウ
ム

2 
月
11 
日

ドl口
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防
災
用
モ
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タ
ー
運
用
開
始

(
8月
辺
日
)
4
司

口

口

口

口

口

口

口

口

八
多
浪
地
区
改
修
事
業
完
成
記
念
式
典

(7
月
行
日
)司

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

寸

一

口

口

口

口

口

口

口

ふ
れ
あ
い
農
業
交
流
会

(
6月
泣
日
)
h
F

)11 まつり花火大会(~4 日 )

愛媛夏の川柳大会

観光ナシ園オープン

大洲市長杯争奪愛媛南予栴

檀名人戦、愛媛南予名人戦

将棋大会

ジュニア・トライアスロン

in大沙111

洪水時画像情報の運用開始

いもたき初煮会

カヌーツーリング駅伝大会

市民会館大ホール改修工事

完成

夏季大学 (ケーシー高峰さ

ん)

月

日

日

日

日

8

3

4
叩

け

11日

22日
23日
25日
28日

28日

エネルギーシンポジウム

9 月定例市議会 ( ~25日 )

24時間チャリティーソフ ト
ポール大会

高齢運転者安全運転講習会

ウの感謝祭

観光イモ園オープン

9月

10日

11日

21日

口

l口
衆|

謹|口
ι%1 

言|口
事|白
砂|口

口

ホ ムヘルパ一派遣世帯ノ忘

れあいいもたきのつどい

市民運動会

四国縦貫自動車道 ・伊予一

大対11帽の起工式

大別|国際音楽祭

衆議院議員総選挙

大5VIIII市肱川土地区画整理組

合設立

「激論/どうするこれから

の大5vllll1IJ 

大成保育所落成式

大沙111まつり (おまつり村 ・

おおず浪漫祭)

大汐111市戦没者合同追悼式

観葉会

照葉の森づくり記念植樹

福祉と健康づくり市民のつ

どい

雨水ポンプ場起工式

大洲市駅伝大会

10日

16日

13日

14日

16日

24日

23日
25日
28日
10月

3日

同

月

口

〕

口

〕

刊

1

3

19日

20日
23日

26日

口

12月定例市議会 (~16 日 )

クリスマス親と子のコンサ

ー卜

26日

30日

12月

4日
15日

5 



6 

1月号

した

喜
多
小
学
校
校
舎
が
新
築
落
成

'97 

ぼくたちの学校が新しく明るく

広報tああず

喜
多
小
学
校
南
校
舎
は
、
市
立
学
校

で
初
め
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て

と
し
て
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
一
日
に

落
成
式
が
行
わ
れ
、
三
十
七
年
間
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
長
方
形
の
校

舎
は
、
喜
多
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
七
年
、

こ
の
校
舎
は
老
朽
化
に
よ
り
そ
の
役
割

を
終
え
、
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
し
い
校
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。
落
成
式
よ
り
ひ
と

足
早
く
児
童
た
ち
が
教
室
に
移
り
、
授

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

会
、
講
義
、
展
示
場
、
ラ
ン
チ
ル

ー

ム
な
ど
各
種
行
事
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ホ
l
ル

に
隣
接
し
た
中
庭
に
、
ワ
ー
ク
コ
ー

ト
(
約
三
五
0
2
m
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
広
場
に
は
上
ば
き
の
ま
ま
出
る
こ

と
が
で
き
、
休
み
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、

工
作
や
音
楽
の
授
業
、
集
会
、
屋
外

給
食
な
ど
多
様
な
利
用
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
こ
の
ワ

l
ク
コ

ー

ト
は
、
市
内
で
は
じ
め
て
の
ふ
れ

あ
い
空
間
で
す
。

まなり

地
域
の
シ
ン
ボ
ル

新
し
い
南
校
舎
は
、
近
隣
の
屋
根

か
わ
ら
ぶ
き

と
同
じ
瓦
葺
に
な
り
、
周
囲
の
ま
ち

な
み
に
溶
け
込
ん
だ
落
ち
着
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

象
徴
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
塔
屋
が

校
舎
群
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、
新

し
い
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

長

校

校
中

宣

'
F』

s
m
t
E

多
:
:

喜

A
W
A4 

明
る
く
て
立
派
な
校
舎
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
廊
下
も
板
張
り
と
な

り
、
全
体
的
に
温
か
味
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
こ
の

色
々
な
施
設
を
利
用
し
て
、
児
童
の

教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
校
舎
は
、
特
に
地
域
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
頂
き
や
す
い
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
目
的
ホ
ー

ル
や
ワ
1
ク
コ

l
ト
な
ど
は
、
地
域

活
動
に
か
な
っ
た
施
設
で
す
。
将
来

的
に
は
利
用
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

を
行
い
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
向
き
の
明
る
い
教
室

普
通
教
室
は
二
階
と
三
階
に
六
教

室
ず
つ
。
学
年
単
位
で
ま
と
ま
り
の

あ
る
配
置
構
成
と
な
り
、
南
面
採
光

を
取
り
入
れ
た
明
る
く
開
放
的
な
教

室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
部

の
教
室
で
は
、
児
童
の
身
長
に
あ
わ

せ
て
黒
板
が
上
下
に
ス
ラ
イ
ド
を
す

る
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1" 'r-G 

ふ

れ

あ

い

空

間

四回

正
面
玄
関
を
入
る
と
、
多
目
的
ホ

ー
ル

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

四

o
o
dあ
る
こ
の
ホ
1
ル
は
、
集

ゆ

llI. 



1月号'97 広報おおず

2階

2階のみ)喜多小学校南校舎見取図(1 

1階
ワークコート

U 

多目崎ホール

ロ

ロ

ロ

EiF"屯

仁~ロ

ピロティ

~口

。

。

。

。

①ワークコートから東
倶IJを望む

②明るいレリーフのあ

るアプローチ
③温かい質感の多目的

ホール
④ワークコートでの学
習を終えた児童

⑤教室の黒板は上下に
動きます

⑥理科室

⑦身障者用トイレもで
きました

広
報
お
お
ず
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

前
の
喜
多
小
学
校
南
校
舎
が
落
成

し
た
の
は
、
昭
和
三
一
十
三
年
の
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
を
告
げ
る
広
報
は
次

の
よ
う
な
も
の
。

市
立
喜
多
小
学
校
は
木
造
二
階
建
を

も
っ
て
大
正
十
四
年
新
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
年
々
歳
々
に
亘
る
洪
水
の
た

め
腐
蝕
の
度
甚
だ
し
く
特
に
近
年
危
険

校
舎
と
し
て
文
部
省
よ
り
整
備
方
再
三

指
摘
さ
れ
加
え
て
戦
後
の
人
口
問
題
と

共
に
急
激
に
増
加
す
る
児
童
生
徒
の
た

め
か
つ
て
の
面
白
一
新
し
た
誇

る
べ
き
教
育
の
殿
堂
を
見
た
-
・
・
(
後
略
)

7 



1月号広報sああず '97 

平成8年4月1日

~平成8年9月30日財政状況を
大

洲

市

長

桝

田

お知らせします

口 予算額 165億 996万円

口 執行額 53億8，552万円

一般会計予算執行状況

輿

40億 969万円
131j意9，244万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
及
び

地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

八
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
本
市

の
財
政
状
況
及
び
業
務
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

19億9，355万円
9億5，377万円

191)意3，805万円
7億3，275万円

市 凶」

日空EE孔」
一司事司匹空旨コ

58億1，926万円
38億2，698万円

32億2，060万円
19億4，029万円

81j意4，256万円
8億4，256万円

17億5，640万円
6億6，759万円

18億3，554万円
2億4，659万円

一一
一
13億1，609万円
5億6，075万円

4億 431万円
1億6，821万円

31)意9，517万円
1億5，258万円

3億9，000万円
1億2，985万円

円
円
万
万

F
h
u
ヲ
r'

内

4
J
V
F
h
d

マ'
'
n
u
d

21意
1億

11億 907万円
1億4，373万円

5億4，855万円
2億 97万円

8億9，825万円
9，121万円

29億 123万円
1億8，420万円

8 

， 

市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税
4E23 h I頁

目 盤 A¥ 盛 畠 計

金 額 8億2，871万円 9億8，270万円 7，178万円 5.709万円 19億4，028万円

1世帯当たり 59，800円 70，912円 5，180円 4.120円 140，012円

1人当たり 21，128円 25，054円 1，830円 1，455円 49，467円

構成比 42.7% 50.7% 3.7% 2.9% 100% 

市税と市民負担の状況



広報おおず '97 1月号

(公債費の状況)

区分 借入先 件数 現在高 l世帯当たり l人当たり

大蔵省 122 65億7.673万円 474.580円 167.671円

般 郵政省 53 26億 575万円 188.032円 66.432円
Jヱbミ、
その他 95 47億5.006万円 342.767円 121.101円

計
小言十 270 139億3.254万円 1.005.379円 355.204円

特
大蔵省 34 30億6.192万円 220.949円 78.062円

710 郵政省 43 16億 914万円 116.116円 41.024円

j5c 三 その他 18 10億4.078万円 75.104円 26.534円
言十
小計 95 57億1.184万円 412.169円 145.620円

よ口〉 計 365 196億4.438万円 1.417.548円 500.824円
一

(市有財産の状況)

手重 別 面 積 等 豆介乙、¥ 額

そ~二→・ 地 558.869ぱ 36億2.110万円

山 本木 2.830，251ぱ 5，296万円

田 土田 118.191ぱ li意9.095万円

雑種地 120.363m 8億9.300万円

建 物 200.240m 197億6.443万円

立 木 63.567m 3億5.342万円

財 政 言河 整 基 三介E、 8億5，678万円

国民健康保険財政調整基金 41:意1，753万円

土 地 開 ブす1己 基 立人五 6億2，084万円

その他特定目的基金 13億6，280万円

出 資 ノ1ヘ乙 3億6，826万円

主E』3 言十 36億2，621万円

特別会計 11国民健康保険 11 国保診療所

況 魯間
予算現額 28億5.337万円 2，648万円

収入済額 91:意、5.273万円 573万円

支出済額 10億3.019万円 1.140万円
差 ヲ| ム 7，746万円 ム 567万円

住宅新築資金 11 簡易水道 農業集落排水 11 駐車場事業
等貸付事業

時 国連億¥
11 
手h

I億4，664万円 21.意1.192万円 2，874万円 4.429万円
2，392万円 917万円 285万円 1，537万円

8，663万円 3，228万円 1. 102万円 1，998万円

ム 6.271万円 ム 2.311万円 ζ" 817万円 i込 461万円

土地取得造成

698万円

l万円

225万円
ム 224万円

9 

(一般会計性質別予算執行状況)

投資及び出資金(2.2%)
1億1.795万円

扶助費
2億7.996万円
(52%) 

自平成8年4月1日
至平成8年 9月30日

人件費
14億1.172万円
(262%) 

53億8，552万円

(100.0%) 

物件費
9億4.151万円
(175%) 

公債費
9億5.332万円
(17 7%) 

(事業会計の状況)

総収益 手念 費用 当期純利益

工業用水道 361万円 147万円 214万円

7j( 道 3億1，443万円 l億8，549万円 l億2，894万円

国民宿舎 6，198万円 5，443万円 755万円

病 院 14億5，259万円 12億6，646万円 l億8，613万円

老人保健 11公共下水道事業 11交通傷害保障 1 ( 

P靭
36億3，828万円

15億 644万円

16億1，579万円
ムI億 935万円 一一回一一一



1月号

Mm 

締

爆
pn苦
闘

同

一。

約

ま

お

お

お

十
一

月
三
日
、
大
洲
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
今
年
も
肱
川
緑
地
公
園
と

肱
南
地
区
で
、
お
ま
つ
り
村
と
お
お

ず
浪
漫
祭
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
晴
天

に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

お
ま
つ
り
村
は
、
威
勢
の
い
い
臥

龍
太
鼓
で
幕
が
聞
き
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
の
演
技
や
郷

土
芸
能
な
ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
テ
ン
ト
で
は
、
思
い
思

い
に
不
用
品
市
や
ゲ
l
ム
コ

ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
お

め
あ
て
の
品
を
見
つ
け
て
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

一
方
、
肱
南
地
区
の
お
お
ず
赤
煉

つ

瓦
館
と
お
は
な
は
ん
通
り
を
中
心
に

ゆ

行
わ
れ
た
お
お
ず
浪
漫
祭
で
は
、
明

い

治
・
大
正
の
古
き
良
き
時
代
を
再
現

汗

し
て
数
々

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

な

わ
れ
ま
し
た
。
赤
煉
瓦
館
で
は
、
建

出

物
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ

っ
て
年
代
物
の

は

お
も
ち
ゃ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
が

対

並
べ
ら
れ
、
来
館
者
の
郷
愁
を
誘

つ

ぬ

て
い
ま
し
た

o

v

'97 

• 

広報lああず

!! 大盛混

vゲームや不用品市などたくさんのお庖がありました。v臥龍太鼓でおまつり村がオープン

v肱北河原と赤煉瓦館の渡し闘は大人気となりました v仮面舞踏会ではありまぜん。大洲ばやしです

111 

10 

vヒストリックカーのラリーもありました

込 、・と 晶

司rC存じ人間猿まわし、今年も笑わせてくれました vさあさあよってらっしゃい見てらっしゃい、もちろんバナナを買ってね vコマまわしに竹馬、みんな同じ顔で楽しんでいます

14~館一ー

V赤煉瓦館の中庭には駄菓子屋さんが出現、お父さんたちに受けてました V赤煉瓦館ではなつかしの晶がいっぱい

E 



1月号'97 広報ああず

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

一
月
六
日

i
二
十
日
福
祉
事
務
所

平
成
九
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し

込
み
を
次
の
よ
う
に
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
記
載
の
と
お
り
特
別
保
育

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

{
受
付
期
間
】

一
月
六
日
四
1
二
十
日
間

{
受
付
場
所
}

各
保
育
所
又
は
大
洲
市
福
祉
事
務

所
{
保
育
所
入
所
の
条
件
}

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
保
護
者
又

は
同
居
の
親
族
な
ど
が
保
育
で
き
な

入所募集保育所及び面接調査日程表

い
場
合
で
す
o

v
昼
間
働
い
て
い
る
場
合
(
会
社
員
、

パ
ー
ト
、
内
職
、
農
業
、
自
営
業

な
ど
)

V
産
前
、
産
後
三
カ
月
以
内
で
あ
る

場
合

V
疾
病
、
負
傷
又
は
心
身
に
障
害
が

あ
る
場
合

V
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
場
合

V
天
災
に
よ
っ
て
住
居
が
な
く
な
る

な
ど
の
場
合

{
特
別
保
育
事
業
】

V
乳
児

(
0
歳
児
)
保
育
事
業

・
実
施
保
育
所
H

喜
多
保
育
所
・
肱

南
保
育
所
・
大
洲
乳
児
保
育
所
・
五

郎
保
育
園

・
生
後
三
カ
月
(
お
よ
そ
産
休
明
け
)

以
降
の

0
歳
児
を
お
預
り
し
ま
す
o

v
時
間
延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業

.
実
施
保
育
所
H

肱
北
保
育
所

-
保
護
者
の
就
労
形
態
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
情
の
た
め
、
保
育
時
間
の

延
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

児
童
を
午
後
七
時
ま
で
お
預
り
し
ま

す
。
-
利
用
料
一
月
額
二
千
五
百
円

V
居
残
り
保
育

全
保
育
所
(
園
)
に
お
い
て
、

入所募集保育所 面接日時

保育所名 定員 所 在 地 電話番号 日 曜 時 間

大洲保育所 90 大洲709-1 24一2919 3 月 9・30-12・。。

※喜多保育所 90 中村462-2 24-2749 5 水 9・30-14:00

菅田保育所 110 菅田町菅田甲1806-225-5163 4 火 9:30-15:00 

新谷保育所 120 新谷町甲259-1 25-0600 6 木 9:30-15:00 

柳沢保育所 45 柳沢甲610-1 25-5720 7 金 14・00-15:30

粟津保育所 60 八多喜町甲1253 26-0220 10 月 10・00-12:00

三善保育所 53 春賀甲1182 26-0162 10 月 13目30-15:30

南久米保育所 45 北只411 24-3754 12 水 13:30-15・30

上須戒保育所 30 上須戒甲1511 26-1128 3 月 14:00-15・30

大成保育所 30 森山甲729-1 27-0706 12 水 10:00-12・。。

※肱南保育所 60 柚木340-21 24-3104 7 OIi 9:30-12:00 

。肱北保育所 90 東大洲85-1 24-3188 13 木 9:30-14:00 

徳森保育所 120 徳森2632-32 25-4020 14 ノ主、 9・30-15:00
(福) 60 田口字白方甲2530-124-4418 17 月 9:30-12:00 ※大洲乳児保育所

(福)
60 五郎甲45 23-4478 17 月 13:30-15・30※五郎保育園

(面接はいずれも平成9年 2月)

注)※は、乳児(0歳児)受け入れ保育所
。は、時間延長保育実施保育所

各保育所関所時間(平日) 7時30分開所、 18時間所(時間延長保育実施守
イ援:保育所を除く)

六
時
ま
で
の
居
残
り
保
育
を
実
施
し

ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
}

入
所
申
請
書
に
次
の
よ
う
な
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
入

所
申
請
書
・
証
明
書
は
、
各
保
育
所
、

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)

V
給
与
所
得
者
は
、
平
成
八
年
分
源

泉
徴
収
票
(
世
帯
全
員
)

V
パ
l
ト
、
内
職
な
ど
を
し
て
い
る

人
は
、
勤
務
(
内
職
)
証
明
書

V
農
業
、
自
営
業
の
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
農
業
従

事
証
明
書
、
自
営
業
従
事
証
明
書

V
疾
病
や
負
傷
の
場
合
は
、
診
断
書

V
平
成
八
年
一
月
二
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
平
成
八
年
度
市
区
町

村
民
税
額
(
所
得
割
と
均
等
割
と

の
区
別
が
つ
く
も
の
)
の
課
税
証

明
書
(
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
も

提
出
し
て
く
だ
さ
い
)

【
入
所
決
定
の
た
め
の
面
接
】

別
表
の
日
程
で
面
接
調
査
を
行
い

ま
す
。
入
所
申
請
者
は
、
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
同
伴
の
う
え
、
入
所

希
望
保
育
所
へ
来
て
く
だ
さ
い
。

{
入
所
の
決
定
}

入
所
決
定
通
知
書
を
、
三
一
月
中
に

各
家
庭
に
送
り
ま
す
。

{
保
育
料
}

大
洲
市
の
定
め
る
徴
収
金
基
準
額

を
保
育
料
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。
各

家
庭
の
所
得
税
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
の
課
税
状
況
や
児
童
の
年
齢
に

応
じ
て
保
育
料
は
違
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線

1
8
5
)

一
時
的
保
育
事
業

〈
大
洲
乳
児
保
育
所
〉

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
、

職
業
訓
練
、
就
業
な
ど
に
よ
り
原
則

と
し
て
平
均
週
三
一
日
を
限
度
と
し
て

断
続
的
に
家
庭
保
育
が
困
難
な
場
合
、

一
日
を
単
位
と
し
て
大
洲
乳
児
保
育

所
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
、
災

害
、
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
、
一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

V
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら
就
学
前

旧日~童

V
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で

※
た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
平
日
は
、

七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
、

土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
七

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

V
利
用
料
一
人
に
つ
き
一
日
千
円

で
す
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
(
宮
⑫
4
4
1
8
)
ま
た
は
大
洲

福
祉
事
務
所
ま
で
。
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(
国
立
大
洲
青
年
の
家
)

『
お
お
ず
ふ
れ
あ
い
の
森
』
か
ら

あ
な
た
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
お

'
Vス
ク
ー
ル
思

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

1月号'97 広報ああず

対

象

不
登
校
状
態
の
児
童
生
徒
と
保
護
者

、、
ttuw 

つ

平
成
九
年
一
月
八
日
開
始

月
曜
日

1
木
曜
日
(
希
望
者
は
他
の

曜
日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
)

午
前
:・
十
時

1
十
二
時

午
後
:
・
一
時
三
十
分

1
三
時
三
十
分

国
立
大
洲
青
年
の
家

I易、

所

費

用

宿
泊
料
・
施
設
使
用
料
・
:
無
料

(
た
だ
し
、
食
事
を
し
た
場
合
は
実
費
)

大
洲
市
教
育
委
員
会
(
市
内
の
先
生
)

青
年
の
家
専
門
職
員

te 

当

体

験

自
然
体
験
・
:
体
験
農
園
・
野
外
炊
飯

遠
足
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
・
:
カ
ヌ
l
・
テ
ニ
ス

卓
球

・
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
フ
ト
・:
凧
づ
く
り

・
竹
細
工

ア

!
ト
フ
ラ
ワ
ー

の
他
:
・
デ
ッ
サ
ン
・
折
り
紙

手
芸

・
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど

そ

申

込

学
校
又
は
保
護
者
か
ら
電
話
で
国
立
大

洲
青
年
の
家
の
『
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
』

係
(
宮
⑫

5
1
7
5
)
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

(0GJ[) @l s"おおずふれあいの森』
このたび、国立大洲青年の家は大洲市内の小・中・高校生に愛称 ・シンボルマークを公募

し、 11月25日に決定しました。
今後とも、地域に親しまれ愛される青年の家をめざしますので、よろしくお願いします。

償
却
資
産
の
申
告
陪

1
月
初
日
ま
で

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
償
却
資

産
、
申
告
の
方
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

{償
却
資
産
と
は
】

土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構

築
物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
両

・
運
搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

額
(
費
)
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
の
所
得
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。{申
告
の
必
要
な
い
も
の
}

-
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

-
取
得
価
格
が
二
十
万
円
(
平
成
元

年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
取
得
に

つ
い
て
は
十
万
円
)
未
満
の
も
の

(
た
だ
し
少
額
多
量
資
産
は
除
く
)

・
鉱
業
権
、
特
許
権
、

営
業
権
、
商

業
権
な
ど
の
無
形
減
価
償
却
資
産

.
自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
と
な
る
車
両
な
ど

{申
告
書
の
提
出
}

対
象
と
な
る
資
産
を
平
成
九
年

一

月
一
日
現
在
所
有
し
て
い
る
個
人
ま

た
は
法
人
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
税
務
課
固
定
資
産
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期
限
一
月
二
十
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
o

E
⑫
2
1
1
1
 (
内
線
1
2
7
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
の
世
に
熱
と
光
を

人
権
の
世
紀
を
め
ざ
し
て

(
5
)

自
由
の
保
障

命
お

ず

じ

ん

け

ん

そ
ん

ち

子

ウ

と

し

せ

ん

げ

ん

大
洲
市
の
H

人
権
尊
重
都
市
宣
言
H

た

t
A
付

人

そ

ぷ

け

，

《

で
植
物
れ
て
や
沌
「
人
間
の
尊
端
子

「
自
由
」
「
平
等
L

の
う
ち
、
前
号

で
は
「
人
間
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
、

人
聞
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た

め
の
第

一
の
前
提
で
あ
る
と
述
べ
ま

し
た
。

ニ
ん
げ
つ

今
月
は
、
第
二
の
前
提
と
し
て
の

ひ

と

う

「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
で
あ
る
」

カ
ん
が

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
、
つ
。

か
〈
め
い

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は

は
〈
ゐ
い

「
自
由
、
平
等
、
博
愛
」
で
す
が
、

人
聞
が
自
由
に
生
き
て
い
け
る
と
い

り

そ

フ

す

ω

た

う
こ
と
は
理
想
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

〈

に

し

ん

こ

〈

み

ん

め
が
国
で
は
、

真
の
唱
油
が
国
民

に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
が
あ
ま

れ

維

が

つ

づ

ほ

う

け

ん

せ

い

4
に
も
長
く
続
き
ま
し
た
。
封
漣
湖

度
の
き
び
し
か

っ
た
時
哨
妙
ら
現
代

ま
で
、
人
々
の
自
由
は
保
障
さ
れ
ず

動

お

せ

い

げ

ん

う

多
く
の
制
根
寸
浸
け
ペ
唱
法
し
氏
。ぱ

と
く
に
部
落
差
別
は
被
差
別
の
立
場

カ

ん

ぜ

ん

ヲ

ば

と

の
人
々
か
ら
完
全
に
自
由
を
奪
い
取

っ
て
き
た
の
で
す
。

ぜ

ん

ご

に

ほ

ん

ニ

〈

げ

ん

ぼ

う

が

〈

も

ん

し

う
戦
後

γ
日
涼
掴
憲
港
対
洋
澗
・
思

想
・
表
現
・
信
教
・
職
業
選
択
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
国
民
初
自
由
を
保
摘
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
大
き
な
よ
力
新
と

し
て
、
国
民
は
真
の
自
由
を
獲
得
す

と

り

ょ

〈

げ

ん

だ

い

る
た
め
の
努
力
を
現
代
ま
で
続
け
て

ど
フ
わ
き
ょ
今
い
〈

き
た
の
で
す
。
な
か
で
も
同
和
教
育

No.219 
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縮

人
権
と
同
和
教
育

は

刷

〈

わ

η

mw
果
吃
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

わ

た

し

た

じ

ん

ひ

つ

よ

う

私
た
ち
は
他
人
か
ら
必
要
以
上
に

ニ

う

ど

う

せ

い

げ

ん

ニ

の

行
動
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
好
み
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
「
自
由
を
認
め
て
く

れ
L

と
い
う
主
張
を
す
る
こ
と
に
な

4
法
す
。
こ
こ
代
扶
切
な
こ
と
は
、

自
分
の
自
由
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

た

に

ん

と

う

じ

他
人
の
自
由
も
同
時
に
尊
重
す
べ
き

み

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

じ
ゅ
一
う
よ
う

自
由
の
な
か
で
重
要
な
も
の
に
、

L

勺

ニ
ん

結
婚
の
沼
由
が
泌
川
ま
汁
一
ぃ
憲
法
第

二
十
四
条
に
「
婚
姻
は
両
性
の
合
意

も

と

ぜ

い

り

つ

め

い

の
み
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
市
い
い
現

在
で
も
、
結
婚
と
な
る
と
、
社
会
的

しゅ
勺
し

人

も

ん

だ

い

は

ん

た

い

加
減
を
問
題
化
斗
て
反
併
す
る
な
ど
、

本
人
た
ち
の
意
志
を
無
視
し
た
、
時

F
η

こ

う

ゆ

る

代
に
逆
行
す
る
、
許
す
こ
と
の
で
き

い

め

と

た

な
い
行
為
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

結
婚
は
結
婚
し
よ
う
と
す
る
二
人

ぜ
‘
つ
お
ん

の
問
題
で
す
か
ら
、
周
囲
の
雑
音
に

ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
自
由

し

得

て

き

き

な
意
志
で
、
は

っ
き
り
自
主
的
に
決

め
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
周
囲
の
人

た
ち
も
社
会
に
残
る
偏
見
に
と
ら

わ
れ
ず
、
本

人
た
ち
が
決

め
た
結
婚
を

二

ニ

ろ

し

唯

〈

ふ

〈

心
か
ら
祝
福

す
べ
き
で
し

ょ
λ
ノ
。
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広報おおず '97 1月号

11月12・13日 砂
日本での生活さ安

心レで送つでちら

すiうと、西大洲lこ
あ3縫製工場で、
中国人女性き対象

12研修会h"開h'れ
示レだ。警察、保

健所、消防ちどh'
Lう講師h"訪れ、生

活上の?ドパイス

き話すと、研修生

Ictメモき取L/IeJ.h"
Lう熱心!こ聞き入っ

ていまレだ。

11月1日(剣昨年度ntう工事きしでい惨
だ大成保育所h"完成レ式典h"行われまレ

だ。園児だち!と夢を与え，tうれ3ょう怠明

3い配色で、三角屋根の時計塔h"大川地
区の新しいうンボ/しと怠りそうです。

~ 11 月 10 日 (日) 大洲市出身の作詩作曲家

だきの九いUざんげ母校の大洲南中学校
校で講演さじました。これIct同校の文化

祭で行われだちので、 「その先!己あ3夢
と題じて、彼の経験や思い出さ話レでい

まレだ。

11月14日休)紅葉の名所新谷稲荷山公砂
園で観葉会h"開nれました。今年Ict3年
ぶりにきれい怠紅葉h"期待でき3と関係

者Ict話じていまレだ。‘11月16日仕) i3\~さとに自然の森き再
生です~ i照葉の森づくり」の植樹祭h"行

われまレだ。会場とちった北只の森林公

園でIct蔵川小、柳沢小、喜多小の児童約

250人h"?ラ11う、ヤブ、γパキちど18種類
の苗木 2、000本き植え弓ミじだ。

‘11月24日(日)福祉と健康づ(L/市民のつど
vい丹市民会館で開介れぎレた。子どち介護

教室でIct、子どちだちh"手話ヤコ車イス12チ

ヤレンシじでいまじた。

‘11月11日(月)
大洲小学校の5・6
年の2ウラスh"、
全員で集めだ空き

缶き回収機12入れ、

その補助券h"千枚

すったまったこと

h'ら、図書券h"手

渡されましだ。皆

さんち図書館横に

あ3空き缶回収機
をご利用〈ださい。
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月26日(日)は
大洲市長選挙投票日

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

十
一
月
二
十
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金
一

封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
収
益
金
)
阿
蔵
久
米
公

民
館
内
久
米
体
育
協
会

金

一
封
(
お
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根

大

禅

寺
花
園
会

(指
定
配
分
)

金

一
封
(
平
地
区
社
協
・
市
社
協
へ
)

市

木

永

木

タ

ミ

ヱ

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

上

須

戒

長

田

実
生

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

黒

木

白

石

恒

吉

一
月
二
十
六
日

(
日
)
は
、
大
洲
市

長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結
び

/
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
き
れ
い
な
選

.
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

〈投
票
で
き
る
人
V

V
年
齢

一
満
二
十
歳
以
上
の
人

(昭
和
五
十
二
年

一
月
二
十
七
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

V
住
所
一
引
き
続
き
一一一
カ
月
以
上
大

洲
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
人
(
平
成
八
年
十
月
十

八
日
以
前
に
住
民
票
の
作
成
、
又

は
転
入
届
を
し
た
人
)

《選
挙
の
日
程
V

V
告
示
日
一

一
月
十
九
日
(
日
)

V
立
候
補
届
出
期
間
及
び
場
所

一
月
十
九
日
(
日
)
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
ー
ル

V
不
在
者
投
票
期
間
及
び
場
所

一
月
十
九
日
(
日
)
か
ら

一
月
二

十
五
日
(
土
)
ま
で
の
間
で
午
前

金

一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町

菊

地

賓

金

一
封
(
平
地
区
社
協
へ
)

徳

森

須

藤

明

金

一
封
(
獅
子
舞
収
益
金
を
菅
団
地

区
社
協
へ
)
大
竹
獅
子
保
存
会

(
物
品
の
口
座
)

文
書
整
理
棚

一
個
(
八
多
喜
連
絡
所

へ

)

八

多

喜
町

菊

地

賓

雑
巾
百
枚
(
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1
訪
問

活
動
用
)
本
町
大
洲
中
央
公
民
館

内

大

洲

婦

道

会

会

長

白

石

成

子

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
投
票
日

一
一
月
二
十
六
日
(
臼
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

合
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
5

汚
物
処
理
場
の
都
市
計
画

変
更
に
関
す
る
説
明
会

【
汚
物
処
理
場
名
}

大
洲

・
喜
多
衛
生
事
務
総
合

「清
流

園
」こ
の
施
設
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
都

市
計
画
決
定
を
行
い
、
昭
和
四
十
九
年

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
す
で
に
二

十
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、

施
設
の
老
朽
化
と
と
も
に
将
来
に
お
け

る
施
設
規
模
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
現

施
設
を
稼
動
さ
せ
な
が
ら
施
設
を
新
設

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
伴

い、

一
部
施
設
用
地
を
拡
大
す
る
た
め
、

都
市
計
画
の
変
更
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
更
案
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

一
月
八
日
嗣

十
九
時

【
場
所
】
八
多
喜
公
民
館
二
階

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
都
市
計
画

係
ま
で
0
8
⑪

2
1
1
1
(内
線
2

4
5
)
 

図書館

一
月
新
刊
案
内

愛
媛
年
鑑

一
九
九
七
年
版
愛
媛
新
聞
社

情
報
検
索
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活

用

術

情

報

科

学
技
術
協
会
編

や
さ
し
い
英
字
新
聞
入
門
天
満
美
智
子
他
著

E
Q
こ
こ
ろ
の
知
能
指
数

D
-
ゴ

l
ル
マ
ン
著

「
寂
し
さ
」
と
「
絶
望
」
の
癒
し
方

福
屋
武
人
著

人
生
に
ツ
キ
を
呼
び
込
む
大
法
則

杉
尾
常
聖
著

イ
エ
ス
に
魅
せ
ら
れ
た
男
井
止
洋
治
著

こ
の
国
の
か
た
ち
六

司
馬
遼
太
郎
著

城

の

語

る

日

本

史

朝

日
新
聞
社

名
湯
の
旅

一
O
O

南

正

時

著

花
の
あ
る
旅

一
O
O

大

貫

茂

著

ア
フ
リ
カ
で
寝
る

松

本

仁

一
著

ア
ウ
ン
サ
ン
ス

l
チ
l
演
説
集
み
す
ず
書
房

ア
ジ
ア
叩
億
人
の
爆
発

毎
日
新
聞
社

「
大
中
国
」
は
ど
う
な
る
文
芸
春
秋
編

北
京
で
七
年
暮
ら
し
て
み
れ
ば
石
川

郁
著

日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

L
&
J
・
デ
ビ
ツ
ツ
他
著

老
い
が
老
い
を
看
と
る
と
き青
木
み
か
著

す
ぐ
使
え
る
手
話

主
婦
と
生
活
社
編

国
民
生
活
白
書
平
成
7
年
版
経
済
企
画
庁
編

う

つ

も

ま

た

楽

し

斎

藤

茂

太

著

薬
害
エ
イ
ズ
奪
わ
れ
た
未
来

毎
日
新
聞
社
会
部
著

中
国
茶
雑
学
ノ
l
ト

成

田

重
行
他
著

尾
瀬
ひ
び
き
あ
う
生
命

百
武

充

著

森
に
蘇
る
日
本
文
化

青
木
宏

一
郎
著

ワ

イ

ン

熱

田

貴
監
修

14 

冠
婚
葬
祭
の
き
も
の
ど
ユ

l
テ
ィ
ヘ
ア

メ
イ
ク
と
着
こ

な

し

木

村

孝

他
著

ふ
た
り

つ
子

N
H
K
出
版

ロ
ン
ド
ン
音
楽

紀

行

井

上
和
雄
著

幸
四
郎
の
見
果
て
ぬ
夢松
本
幸
四
郎
他
著

そ
れ
を
言
っ
ち
ゃ
あ
、
お
し
ま
い
よ
H
H
-

渥
美
清
を
送
る
会
編

こ
れ
だ
け
は
見
て
お
き
た
い
バ
レ
エ

佐
々
木
涼
子
他
著

天
安

門

リ

1

ビ
英
雄
著

奪

取

真
保
裕

一
著

新

選

組

魔

道

剣

火

坂

雅

志

著

秀

吉

中

・
下

堺

屋
太

一
著

帰

燕

中

薗

英

助

著

暗
室
の
扉

北
里
蓉
子
著

女
の
浮
城

早
乙
女

貢
著

壁
の

目

森

村

誠

一
著

深
夜
の
独
笑

石

和

鷹

著

な
つ
か
し
き
人
々

l

遠
藤
周
作
著

銀

河

鉄

道

魂

へ

の

旅

畑
山

博
著

ボ
ス
ニ
ア
で
起
き
た
こ
と
伊
藤
芳
明
著

狩
人
の
夜

D

・
グ
ラ
ッ
ブ
著

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
夜
に
歌
う

J

・
ク
ロ
ウ
リ
l
著

神
々
の
指
紋
上

・
下G
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
著

猫
の
紳
士
の
物
語

M
-
サ
1
ト
ン
著

別
れ
た
夫
へ
の
手
紙
S
-
ダ
ン
ド
ン
著

一
月
生
涯
学
習
講
座
一
」
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「郷
土
関
係
古
文
書
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

日
時

1
月
勾
日

(
水
)

(
9
一
m
l
H
一
却
)

場

所

大

洲

市
立
図
書
館

4
階

。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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あ
な
た
の
声
か
ら
は
じ
ま
る

道
づ
く
り

私
た
ち
の
く
ら
し
や
経
済
を
毎
日
支

え
て
い
る

「み
ち
」
。
そ
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
人
々
が

知
る
機
会
や
意
見
を
言
う
場
は
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
建
設
省
の
諮
問
機
関
で

あ
る
道
路
審
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
新
た
な
考
え
方
の
も

と
に
、
平
成
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
し
い
道
路
計
画
を
つ
く
る
た
め
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

昨
年
の
五
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
道
路
審
議
会
に
設
け
た
「
幻

世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
」
が
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
十
一
万
件
を
超
え
る

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
の
委
員
会
で

分
析
・
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
「
ボ

イ
ス

・レ
ポ
ー
ト
」
に
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。ご
音
山
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

皆
さ
ん
の
声
を
い
か
し
た
新
た
な
道
路

計
画
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、

「
ボ
イ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
」
に

つ
い
て
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

V
建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
調
査
第

二
課

含
⑫

5
1
8
5

V
大
洲
市
役
所
建
設
課

合
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
1
2
)

八
幡
浜

・
大
洲
圏
ふ
る
さ
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
川
三
瓶

八
幡
浜

・
大
洲
圏
域
は
、
海
・
山

・

里
か
ら
と
れ
る
豊
か
な
食
材
の
宝
庫
で

す
。
そ
ん
な
新
鮮
な
食
材
と
郷
土
の
知

恵
が
お
り
な
す
味
を
テ
l
マ
に
ふ
る
さ

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【テ
l
マ
】

「
味
自
慢
で
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
|
美
味
し
い
話
で
明
日
を
観

る
l
l

{
日
時
】

一
月
二
十
八
日

ω

十
三
時
1
十
六
時
十
分

【場
所
】

三
瓶
文
化
会
館

【内
容
】

V
基
調
講
演

『美
し
い
日
本
の
暮
ら
し
と
食
文
化
』

(講
師

一
女
優
浜
美
枝
)

V
パ、不
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
食
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
』

【主
催
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
地
方
拠
点
都
市
対
策
室

含
⑪
0
5
6
0

き
れ
い
な
肱
川
は

浄
化
槽
の
適
正
管
理
か
ら

浄
化
槽
の
保
守
点
検

・
清
掃
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
や
清
掃
を
技

術
上
の
基
準
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
、

そ
の
機
能
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
汚
水
を
放
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
河
川
の
水
質
を
浄
化
す

る
た
め
に
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持

管
理
と
、
台
所
か
ら
出
る
廃
食
油
、
食

物
の
く
ず
を
流
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
肱
川
の
清

い
流
れ
を
取
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
ご
家
庭
で

は
、
今
一
度
浄
化
槽
の
点
検

・
清
掃
を

行
っ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
浄
化

槽
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
宮
⑪

7
1
9
9

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

平
成
七
年
度
か
ら
申
請
受
付
を
し
て

い
ま
す
「
第
六
回
特
別
弔
慰
金
」
の
申

請
期
限
は
、

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
に
関

し
て
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
手
続
き
を
終
了
し
て
い

る
人
は
、
県
か
ら
の
通
知
が
あ
り
し
だ

い
直
接
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
含

⑪
2
1
1
1
(内
線
1
8
6
)

ろ
う
き
ん
住
宅
口
ー
ン

教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

愛
媛
県
労
働
金
庫
大
洲
支
庖
で
は
、

大
洲
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
住
宅
ロ
ー

ン
と
教
育
ロ

1
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
(密
⑫

4
1
9
2
)

{
住
宅
ロ

l
ン
】

V
融
資
額
八
百
万
円
以
内

V
金
利
・
固
定
三
・
九
六
%

-
変
動
二

・
一一一一一%

V
返
済
期
間
最
長
三
百
ヵ
月

V
融
資
の
対
象
新
築
、
増
改
築
、
分

譲
・
中
古
住
宅
の
購
入
、
宅
地
購

入
資
金

V
利
用
で
き
る
人
・
市
内
に
居
住
も

し
く
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
勤
労

者

・
同
居
(
予
定
)
家
族
が
あ
る

人

・
市
税
を
完
納
し
所
得
が
千
万

円
未
満
で
返
済
能
力
の
あ
る
人

{
教
育
ロ

l
ン
】

V
融
資
額

二
百
万
円
以
内

V
金
利

・

固

定

三

・
一
%

-
返
済
期
間
五
年
以
内
(
た
だ
し
在

学
中
の
据
置
期
間
の
制
度
あ
り
)

V
利
用
で
き
る
人
・
市
内
に
居
住

(
予
定
)
の
人
で
満
二
十
歳
以
上

満
六
十
歳
以
下
の
人
・
同
一
事
業

所
に
一
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人

.
市
税
完
納
者
で
前
年
の
所
得
が

二
百
万
円
以
上
千
万
円
未
満
の
人

電
気
器
具
の
過
熱
は
赤
信
号

ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
、
コ
ー
ド

な
ど
が
熱
く
な
る
の
は
、
電
気
の
使
い

過
ぎ
か
接
触
不
良
が
原
因
で
す
。
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
、
停
電
や
火
災

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
電
気
工
事
庖
に

み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

四
国
電
気
保
安
協
会
大
洲
支
所

備)星 加水 道設備

ft26-0020 
上甲建設(槻

ft24-5914 
嗣南予水道住設

合 25-1350
佐藤水道庖

ft24-4410 
側土居鉄工所

ft24-4519 
(有)ア サ ノ設備

ft24-0783 
(有)三原設備

ft24-3783 
岡福水道工事庖

合 24-3656
闘いの水道設備

ft24-2216 
大塚鉄工所

ft25-0300 
備)内田電気水道設備

ft25-2858 
神南 設備

ft25-4684 
樹オクダ設備

ft24-3674 

久保鉄工所

まま26一 0537 
惰)神田鉄工所

ft24-4122 
惰)ア サ ノ設備

ft24-0783 
城戸電業社

会 25-2944

佐藤水道庖

ft24-4410 
附土居鉄工所

ft24-4519 
上甲建設附

ft24-5914 
惰)南予水道住設

ft25-1350 
滝田商庖

告 25-0901

(利星 加 水道設備

ft26-0020 
中野管工事工業

ft24-3792 
徳森設備

合 25-4023
西田水道庖

ft26-0265 

1月1日附

1月2日t湘

1月3日幽

l月4日出

1月5日(日)

1月6日L月)

1月11日出

1月12日(日)

1月15日制

1月18日出

1月19日(日)

1月25日出

1月26日(日)

11月末までの
大洲市内の交通事故

11月末現在 昨年同期

件 数 239 259 

負傷 者 295 332 

死 者 4 8 
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相
談
ご
と
案
内

1月号• 97 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

1
月
8
日
附

叩

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

1
月
初
日
間
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
人
権
相
談
}
(
法
務
省
)

日
時

1
月
比
日
例
日
時
1
日
時

場
所
上
須
戒
公
民
館

日
時

1
月
口
日
樹
叩
時
1
日
時

場
所
市
竺
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
⑫
5
6
2
9
(直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

日

時

叩

時
1
ロ
時
、
日
時
l
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
2
階
)

【家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

ああず広報
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1月26日

(日)

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

H24-2151 

加戸病院(若宮)

H24-5101 

大洲中央病院(東大掛1)

H24-4551 

l月3日

倹)

l月5日

(日)

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
包
⑪
4
4
2
5

{青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

2
@
h
-
v
h
m日

{定
期
税
務
相
談
】

日
時

1
月
刊
日
幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
金
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

【市
民
法
律
相
談
}

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

l
月
日
日
出
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

保健センターだより

.乳幼児健康診査・

l月 7日ω 平成 8年 8月生※
1月 9日(木) 平成 7年 6月生

1月21日ω 平成8年8・9月生。
1月28日附平成 5年12月生

※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

Oは連絡所のみ
受付時間 13:00-13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳児育児相談.

1月21日ω 平成8年3・4月生※
※は肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 9:30-10:00 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・パスタオル

.健康相談・栄養相談.

日時 1月27日伺)

10:00-12・00、13:00-15 :00 

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

n24-3ワワ5

|休|日 l急1患|診l療|

l月1日 清家産婦医院(東大洲)

附含24-6868

加戸病院(若宮)

H24-5101 

泉内医院(東大洲)

H24-6407 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

松元産婦医院(中村)

合 24-3067

大洲中央病院(東大洲)

H24-4551 

石川内医院(若宮)

合 24-3306

大洲中央病院(東大洲)

H24-4551 

1月12日 小川整形医院(三の丸)

(日)含23-5596

大洲中央病院(東大洲)

H24-4551 

中塚内医院(西大洲)

H24-0606 

加戸病院(若宮)

H24-5101 

東大洲城戸眼(東大洲)

H24-1010 

大掛|中央病院(東大洲)

まま24-4551

大久保内医院(八多喜)

H26-1131 

大洲中央病院(東大洲)

H24-4551 

1月2日

(村

【行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

1
月
初
日
開

9
時
l
ロ
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日

時

l

月
8
日
閥
、
初
日
開

日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
合
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

{何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
含
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

{
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

1
月
日
日
附

9
時
1
口
時
間

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

今も昔も

“風邪は万病のもと"

l月15日

同

l月19日

(日)

政
係
含
⑪
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

l
月
9
日
嗣

場

所

市
立
大
洲
病
院

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖

時

間

ハU
土
寸
(
}
。
L
土
寸

l
H

I

H

 

3
土
寸
⑪
又

7
1

1
H
3
う

6
土

寸

⑪

子

1
A
n
n
n
J
ノ
ヴ
ノ

保
健
所
歯
科
相
談

V

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク

間
も
な
く
誕
生
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
に
、
健
康
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

過
せ
る
た
め
に
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度

医学が進歩した時代でも “風邪

は万病のもと"に変わりありませ

ん。風邪くらいと軽視するのは危

険です。

特にひき始めが大切で、薬より温

かくしていることが大事グ

ウイルスに直接効く薬はありま

せんが、緑茶にはウイルスをやっ

つける効果がありますので、水分

補給の意味でもお茶をしっかり飲

みましょう 。

風邪は 1週間ぐらいで治るのが

普通です。 1週間たっても治らず熱

が下がらなかったり黄色の疾(た

ん)が出るようならば、精密検査

を受けましょう 。

日

木~日曜日

曜水

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

日
時

1
月
詑
日
附

日
時
か
ら

V
歯
の
健
康
相
談

日
時

1
月
白
日
附
日
時
か
ら

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

合
(ω
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

編
集
後
記
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
お
お
ず
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
正
月
を
迎
え
る
と
何
も
か
も

が
神
聖
で
、
顔
を
洗
う
の
も
、
食
事
を

す
る
の
も
、
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
ト
イ

レ
に
行
く
の
も
初

O
と
称
し
て
い
た

も
の
で
す
。
元
旦
の
朝
は
、
た
だ
そ
れ

だ
け
で
お
め
で
た
い
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
そ
れ
を
感

じ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
起

き
を
し
て
朝
の
冷
気
に
触
れ
る
と
、
今

朝
も
寒
い
と
思
い
、
新
聞
も
昨
日
の
出

来
事
の
社
会
面
や
地
方
面
を
見
て
し
ま

う
。
や
が
て
、
お
年
玉
を
も
ら
っ
て
は

し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
を
連
れ
て
初
も
う
で

に
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
私
に
と

っ
て
お
正
月
は
、
一
年
の
始
ま
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
神
聖
な
意
義
深
い
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
は
、
ど
う
や
ら
お
年
玉
を
渡
す
年
に

な
っ
た
こ
ろ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

(
い
)
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